
Abstract

One of the impacts of COVID-19 has on how we conduct classes. In 2020, English classes at Sapporo
Otani University were taught online, combining a synchronous and asynchronous format. This change
required us not only to adapt to a new pedagogical circumstance but also to communicate with students
about our expectations along with managing our course.

In this article, we analyzed interactive tasks taught in a synchronous way, using the video
conferencing app Zoom. The students were asked to work in pairs and engage in information gap tasks
with the help of LINE, which is the most popularly used app among students. The survey results showed
that the students actively participated in tasks, using English. Moreover, the synchronous online lessons
helped them improve their attitude and motivation toward speaking English and modulating their
communication. Further research will be needed to clarify what would be effective tasks in various class
styles.
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1．はじめに

2020 年の新型コロナウイルスの世界的流行の影響をうけ，本学のある札幌市でも感染者が増える傾向
がみられたタイミングで，2020 年⚔月 12 日に北海道・札幌市緊急共同宣言が出され，教育機関(小・中・
高等学校等)も⚕月⚖日まで休校措置がとられた。本学でも⚔月の新学期早々のオリエンテーションは
十分に実施できず，対面型での授業実施が困難な状況となった。それに伴い，前期は⚕月⚗日から非対
面型，オンラインでの授業を実施することとなった。このように 2020 年度は授業実施方法が急激に変
化した年度であるが，新型コロナ感染症の状況が収まっていない⼦ウィズコロナ⼧の現状，また将来的に
終息した⼦アフターコロナ⼧を見据えて，今後の大学教育の在り方を再考していく機会と位置付けるよう
な論考もみられるなど，より大局的に今後も継続的に議論される可能性がある。
従来の対面型の面接授業に代わる非対面型で行われる遠隔授業のことを，総じて⼦オンライン授業⼧と

いうが，それにもさまざまな形態があり，大きくは⼦同期型(同時双方向型，リアルタイム型)⼧と⼦非同期
型(オンデマンド型)⼧に分類されている。また，対面型とオンライン型を組み合わせた授業形態は⼦ハイ
ブリッド型⼧呼ばれるなど，科目の特性等に応じて授業の在り方の多様化がみられる。
どのような形式の非対面型オンライン授業であっても，受講する前提としてインターネット環境とパ

ソコンが整っていないと，取り残される学生が出てしまう。オンライン授業を行うにあたっては，まず
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は学生たちの学習環境を確認するためのインターネット環境調査を行い，その結果に基づき学生のオン
ライン授業を受講するための環境整備を支援していく必要があった。
英語科目の特性からは，実際に英語を使うタスクを行っていくうえで対面型授業ができない場合には，

オンライン授業では⼦同期(リアルタイム)型⼧を取り入れたいと考えていたが，学生のインターネット環
境と合わせて，前後の授業時間割と授業実施形態が気がかりな点であった。状況を検討した結果，週⚒
回のオンライン授業を同期(リアルタイム)型と非同期型の⚒種類を用いて実施した。また，実施後学生
へのアンケート調査を行い，学生への教育効果についての分析を行った。
本論文の目的は，リアルタイム型のオンライン授業におけるスピーキングタスクの実践について調査

した結果を分析することである。このような授業形態は学生にどのような気づきや変化があったのか，
また教師にどのような支援を求めているのかを考察していく。

2．先行研究

英語教育において，英語力そのものを高めることが課題であることは，日本の英語教育のさまざまな
場面で言われており，小学校での英語の教科化だけでなく，中学校や高等学校に至るまで英語科目の改
訂にまで影響を与えている。その中でも，現状の課題は⼦話すこと⼧や⼦書くこと⼧の能力であることが指
摘されていて，⚔技能の統合型科目を置き，発信能力の育成の強化が言われている(中教審(2016))。こ
の話す(スピーキング)・書く(ライティング)スキルは，⼦産出技能(productive skills)⼧と位置付けられて
おり，学習者がアウトプットする能力である。言語習得におけるアウトプットの重要性は，これまで多
くの研究において指摘されてきている通りである。
スピーキング関する研究から，スピーキングは複雑な言語活動であることが言われている。特に，こ

れに関係している要因としては，⼦言語的複雑さ(code complexity)⼧，⼦認知的複雑さ(cognitive com-
plexity)⼧，⼦コミュニカティブ・ストレス(communicative stress)⼧，⼦学習者要因⼧の⚔点があげられてい
て，それぞれの要因が単体としてスピーキングに影響するのではなく，複数の要因が絡み合っているな
かでスピーキングを行うことに困難さがあるとされている(大学英語教育学会(監修)(2011))。
スピーキングの中でも，特に⼦やりとり(interactions)⼧を中心にしたタスクは，話すだけでなく聞くこ

とも必要であり，話し相手と協力しあうことが求められ，即興性，文の不完全性などが特徴として示さ
れている(泉・門田(2016))。また，話し相手とのコミュニケーションを成立させることに重点をおいた
タスクを通じて，⼦相手に伝えたいことが伝わったか，また相手が伝えたいことを理解できたかどうか⼧
(石川・山田(2019)，p.75)を意識させていくためには，石川・山田(2019)ではテキストベースの学習と
インタラクティブ学習の両方を行う提案をしている。
大学生を対象にした研究では，茅野(2018)は即興的なスピーキングに対する抵抗感を調査している。

TOEIC L&R が 650 点以上の英語的能力があり，学習にも熱心に取り組んできた大学⚔年生 10 名が対
象者であるが，即興的スピーキングに対しては，おおむね不安感がある傾向がみられ，この不安感は間
違いたくないといった完璧主義的な思いが作用していると述べている。一方で，大学で発話機会が多い
授業や自主的な英会話などの経験を通して，即興的スピーキングを受け入れるようになってくるとも指
摘している。事前に内容を準備して，十分に練習してから英語を話すというクラスルーム内でよくある
活動であれば不安感が低い傾向があるのかどうかはこの研究からはわからないが，特段の準備がなく英
語を話すというような，より実践的な活動に対しては抵抗感があることや，アウトプットの経験を積ん
でいくことの必要性とともに経験を積んでいくと不安感を下げられる可能性があるといえる。

002 オンライン授業における英語スピーキング実践 山田政樹 石川希美 003



図⚑ 自宅に使い放題のインターネット(Wi-Fi など)ができる環境はありますか？

さらに，オンライン授業をするにあたり，これまでの対面の授業とは違う課題がある。そのため，オ
ンライン授業の留意点として，竹内(2020)は⚖点を指摘している。

⚑．そのまま移行しない
⚒．目的から形式を選択する
⚓．形式と活動の相性を考える
⚔．既成概念を捨てる
⚕．授業の概念を拡大する
⚖．早期に関係性を構築する

出典：竹内(2020)，p.67

つまり，これまでの対面型授業での取り組みをそのままオンライン型授業に移行させても機能しない点
を意識していくことや，オンライン型授業でこれまでと違った可能性を広げられること，また，科目の
全体像や目標といったことを俯瞰しつつ毎回の授業の組み立てを考えていくことが求められている。

3．学習環境

オンライン授業を行うにあたっては，学生側の学習環境として，学習で使用可能なパソコンやタブレッ
ト，スマートフォンなどのデバイスがあること，インターネットに接続できることが前提条件となる。
そのため，オンライン授業を行う前提条件を満たしているかの調査を行った。

3．1．2020 年⚔月の学生インターネット環境調査
社会学部地域社会学科在籍の⚑年生から⚔年生を対象に，オンライン授業への学習環境やインター

ネット環境を調べるアンケート調査を 2020 年⚔月⚓日から 2020 年⚔月⚖日までの期間に行い，在籍数
222 名中 167 名の回答があった。回答は選択式およびその他の記入式とした。
まず，⼦自宅に使い放題のインターネット(Wi-Fi など)ができる環境はありますか？⼧という質問への

回答は図⚑の通りとなる。160 名(約 95.8％)が⼦ある⼧と回答しており，⼦ない⼧，⼦わからない⼧，⼦通信量
に制限ありのWi-Fi⼧と回答したのは⚗名(約 4.2％)となっていた。なお，自宅とは，学生がオンライン
授業を受講する居住場所を意味しており，一人暮らしのアパートやマンション，下宿先で授業を受講す
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図⚓ 自分が使用できるパソコンはもっていますか？

る場合には，その場所を自宅として回答することにした。以下の設問も同様である。
⼦自宅のインターネット環境は何ですか？⼧に対する回答は図⚒の通りとなる。⼦インターネット光な

ど(固定)⼧が 125 名，⼦インターネット環境が完備されたマンション⼧が⚑名，⼦ジェーコム⼧が⚑名，⼦モ
バイルWi-Fi(持ち運び不可能)⼧が 25 名，⼦モバイルWi-Fi(持ち運び可能)⼧が⚖名，⼦固定Wi-Fi⼧が⚑
名となっていた。つまり，インターネット環境が自宅にあり，オンライン学習にインターネットを使用
できる学生が 159 名(約 95.2％)となっていた。しかし，⼦ない⼧が⚕名，⼦わからない⼧が⚒名，⼦不明⼧が
⚑名いた。つまり⚘名(約 4.8％)がオンライン学習でインターネットの使用が難しい状況にあるとわ
かった。

図⚒ 自宅のインターネット環境は何ですか？

質問項目⼦自分が使用できるパソコンはもっていますか？⼧の回答は図⚓の通りとなる。⼦はい⼧が 104
名(約 62.3％)となっており，オンライン学習で使用できるパソコンがある状態となっていた。しかし，
⼦いいえ⼧が 59 名，⼦のちのち購入予定⼧，⼦まだ買っていない⼧，⼦父の(パソコン)を借りています⼧，⼦(パ
ソコンは)あるが(OS が)古くwindows7(である)⼧との回答がそれぞれ⚑名ずつとなっていた。つまり，
63 名(約 37.7％)がオンライン学習で使用できるパソコンがない状態となっていた。
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また，別のデバイスの所持に関する質問項目として，タブレットに関しては，38 名が所持しており，
129 名が所持していない(その他回答⚒名含む)となっていた。スマートフォンに関しては 167 名全員が
所持しているという結果となった。スマートフォンは 100％所持しているものの，パソコンやタブレッ
トデバイスといった機器をどちらも持ち合わせていない学生がいることがわかった。つまり，このまま
の状態でオンライン授業を開始した場合，自宅でオンライン授業を受講することに支障の出る学生がい
ることを意味していた。
一方，⚑年生の回答のみを抽出した場合，パソコンの所持率が⼦はい⼧と⼦いいえ⼧で逆となる現象となっ

ていた。⚑年生の回答 54 名中，⼦はい⼧が 18 名(約 33.3％)，⼦いいえ⼧が 36 名(その他回答⚒名含む)(約
66.7％)となっており，⚑年生は自分が使用できるパソコンはもっていないことが顕著な状況となって
いた。つまり，パソコンの使用が必須となるような課題や授業活動については，⚗割近くの⚑年生が取
り組めない状況になる。スマートフォンの所持率は 100％であることから，すぐにオンライン授業をす
るにあたっては，授業教材の視聴等でパソコンよりスマホを利用する可能性が高いことや，授業中に学
生に何か活動をさせたり，授業前後の課題に取り組ませていくには，基本的にはスマートフォンだけで
十分できることを前提にして授業準備をする必要があるとわかった。

図⚔ 自分が使用できるパソコンはもっていますか？(⚑年生の回答のみ)

2020 年⚔月に行った本学学生へのインターネット環境調査により，学生のオンライン授業に対するイ
ンターネット環境の状態が明らかとなった。本稿では社会学部の状況のみを取り上げたが，この調査自
体は全学的に実施され，その結果，授業の環境整備として複数のノート PCおよび，一定数のモバイル
Wi-Fi の貸し出し(一部自己負担)を行うことが決定した。このようにして，インターネット環境やパソ
コンを所持していない学生達は環境を整えることが可能となり，オンライン授業に対応する準備を整え
ることができた。

3．2．2020 年⚙月の学生インターネット環境調査
社会学部地域社会学科在籍の⚑年生を対象に，英語演習の授業時に，再度学習環境についてインター

ネット環境調査を 2020 年⚙月 24 日から 2020 年 10 月⚕日までの期間にアンケートとして行い，在籍数
60 名中 46 名の回答があった。回答は選択式およびその他の記入式とした。
質問項目⼦自分が使用できるパソコンはもっていますか？⼧の回答は図⚕の通りとなる。46 名(100％)

全員が⼦ある⼧と回答しており，オンライン授業で使用可能なパソコンは全員が所持している状況となっ
ていた。
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図⚕ 自分が使用できるパソコンはもっていますか？

質問項目⼦自分が使用できるパソコンはどのようなパソコンですか？⼧の回答は図⚖の通りとなる。
⼦自分の所有しているパソコン⼧が 34 名(約 73.9％)，⼦学校から借りているパソコン⼧が⚙名(約 19.6％)，
⼦家族が所有しているパソコン⼧が⚓名(約 6.5％)となっていた。

図⚖ 自分が使用できるパソコンはどのようなパソコンですか？

2020 年⚙月の学生インターネット環境調査から本学社会学部地域社会学科の⚑年生全員が，2020 年
度前期中に何らかの手段でパソコンを入手し，オンライン授業を受講することができる環境となってい
たことが明らかとなった。また，前期にオンライン授業を経験し，⚑年生はパソコンに関係する必修科
目もあったことから，後期の授業ではスマートフォンだけでなく，後期も引き続き行われることになっ
たオンライン授業でもパソコンを使った活動や課題も可能だろうという判断にいたった。

4．オンライン授業内容

本学の⚑年生を対象とした英語演習の授業は，前期・後期の通年履修型で，週に⚒回の授業となって
いる。各週の前半(⚑回目)はオンデマンド(非同期型)授業，後半(⚒回目)はリアルタイム(同期型)双方
向授業を行った。石川・山田(2019)ではテキストベースの学習とインタラクティブ学習を提案している
が，十分オンライン授業でも活用できる部分があると判断し実施した。テキストベースの学習をオンデ
マンド(非同期型)授業，インタラクティブ学習をリアルタイム(同期型)双方向授業として行った。本稿
は，特に後期に実施した内容を記述し，調査したものである。
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4．1．オンデマンド(非同期型)授業
テキスト⼨Forerunner to Power-Up English 総合英語パワーアップ〈入門編〉リスニングからリーディ

ング⼩(JACETリスニング研究会(2009))を使用し，リスニングとリーディングを中心に出題を行った。
プラットフォームとしては Google Classroom を使用して行った。ここでの学習の主目的は，知識のイ
ンプットが中心となる。学生がテキストの内容を勉強し，その内容について確認することを目的とした
課題設定となっている。

4．2．リアルタイム(同期型)双方向授業
双方向授業の目的はインタラクティブ学習として，得た知識を使用するアウトプットとしてスピーキ

ング活動が中心となる。スピーキングの流暢さを高めるインフォメーションギャップを活用したタスク
を行ったり，実際のシチュエーションに即したケースを使用し，ロールプレイングを行い，トピックに
応じて，学習者の役割を想定し，疑似体験させることでスピーキングと対応力の向上を目指した。今回
行ったリアルタイム(同期型)双方向授業でもこのようなペアワークを主として実施していくことは可能
だと判断した。
今回は英語科目については前期に引き続き後期もオンライン授業となったため，プラットフォームと

しては Zoom Video Communications, Inc. が提供しているWeb 会議サービス Zoomを使用した。Zoom
の機能ではブレイクアウトセッションという機能があり，学生同士をペアにして，ペアの学生のみで会
話ができる。リアルタイム双方向授業の流れとしては，まず教員および学生が Zoomのメインルームに
集合し，その日に行うワークの説明を行う。次に，ブレイクアウトセッションでペアに分かれて，ペア
ワークを行う。その後，ブレイクアウトセッションを終了させ，メインルームで，どのように英語で話
したかを学生が実演するといった形が基本的な流れとなる。また，ペアの中で異なる情報を与え，タス
クの内容をより実践的に，相手に伝えるコミュニケーションの必要性を体験させていくことによってア
ウトプット活動に意味を持たせて行くことを目指しており，具体的なやり方は後述する。
授業で行ったペアワークの一例として，石川・山田(2019)のショッピングの例をオンライン授業用に

変更した。その実例は以下の通りである。

例 ショッピング
テキストのユニット 17 ではショッピングがメイントピックとなっており，服の種類や色，サイズ，値

段に関することや，フリーマーケットでの価格交渉に関しても記載されている。
実際，授業内で使用した例は表⚑および表⚒の通りとなる。ペアワークとして行っているため一方が

顧客役，もう一方が従業員役でロールプレイングを行った。⚒問目のペアワークでは顧客役と従業員役
を交代して行った。ロールプレイングの設定としては，衣料品販売店であるユニクロ注1の従業員(店舗
スタッフ)とインバウンドの顧客とした。顧客役は下記の内容を見て従業員役へその内容を聞く，従業
員側は下記の内容は見ることができない状態としている。従業員側は実際にスマートフォンを使用しユ
ニクロの日本語インターネットサイトから，価格や在庫の情報を調べ，顧客役へ回答することとした。
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表⚑ ショッピング編ロールプレイング・⚑
内容 品物の値段(税抜き)と在庫があるかを聞く

品目
・ウルトラライトダウンコンパクトジャケット Mサイズ 白っぽい色(色が何種類かあるならその情報も聞
いてみる)
・女性用カシミヤクルーネックカーディガン(長袖)S サイズ 赤っぽい色

表⚒ ショッピング編ロールプレイング・⚒
内容 品物の値段(税抜き)と在庫があるかを聞く

品目 ・男性用エクストラファインメリノクルーネックセーター(長袖)Lサイズ 茶色っぽい
・メンズ ヒートテック 半袖 Vネック Mサイズネイビー(この商品がない場合は近い商品も聞いてみる)

その他 ・合計金額
・値段を安くできるか交渉してみる

ペアワークを行う場合のポイントとしては，今回のショッピングの例の場合，顧客側の学生にのみロー
ルプレイングの指示内容を見せる状態として，店員役の学生にはロールプレイングの指示内容を知らな
い状態とする必要がある。そのため，今回は，学生をクラス内で二つに分け，⚑回目に顧客役を行い⚒
回目に店員役を行うグループ⚑，⚑回目に店員役を行い⚒回目に顧客役行うグループ⚒の二つのグルー
プに分けた。そして，二つの各々に別の指示を行えるように，LINE 株式会社が提供するソーシャル・
ネットワーキング・サービス LINEのオープンチャットグループを⚒つ作成した。これにより，グルー
プ⚑に登録する学生とグループ⚒に登録する学生を分けており，Zoom上では氏名とグループ名を明記
させることで，グループ⚑とグループ⚒の学生でペアを組ませて，別々に指示内容を送ることができる
仕組みを用意した。
ショッピングの例のほかに行った実例として，前述のグループ⚑とグループ⚒の仕組みを利用し，ペ

アの片方にしか指示を見ることができない状態として，単語や数字，図形や画像について英語で説明さ
せ，相手が内容聞きとるタスク，いわゆる⼦写真描写(picture description)⼧を活用したインフォメーショ
ンギャップのペアワークなども行った。このようにして，オンライン授業では，学生全員が使用してい
る馴染みのあるアプリである LINEや Zoomに付随している機能を活用して，ペアワークを中心にした
スピーキング活動を実施できた。

5．英語演習オンライン授業に関するアンケート分析

英語演習のオンライン授業に関するアンケートを後期後半に実施し，その結果の分析を行った。

5．1．2020 年 12 月の英語演習オンライン授業に関するアンケート
英語演習を履修している社会学部地域社会学科在籍の⚑年生へ今回行った英語演習の授業に関する調

査として 2020 年 12 月 21 日から 2020 年 12 月 24 日までの期間にアンケートとして行い，在籍数 60 名
中 46 名の回答があった。回答形式は⚕段階のリッカートスケール(⚑：全くそう思わない，⚕：とても
そう思う)およびその他の項目を選択式，記入式とした。
⼦英語の Zoom 双方向型のオンライン授業(LINE オープンチャットや Zoom でのペアワーク)は勉強

になった⼧に対する回答は図⚗の通りとなる。⚕の⼦とてもそう思う⼧は⚗名，⚔は 18 名，⚓は 12 名，⚒
は⚘名，⚑の⼦全くそう思わない⼧が⚑名となっていた。これらの結果から，勉強になったとの回答が多
かったといえる。
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図⚗ 英語の Zoom双方向型のオンライン授業(LINE オープンチャットや Zoomでのペアワーク)は勉強になった

⼦Zoom双方向型のオンライン授業(LINE オープンチャットや Zoomでのペアワーク)のブレイクアウ
トセッションでは自分は積極的に英語を使って話した⼧の設問に対する回答は図⚘の通りとなる。⚕の
⼦とてもそう思う⼧は⚙名，⚔は 20 名，⚓は 13 名，⚒は⚓名，⚑の⼦全くそう思わない⼧が⚑名となって
いた。ペアワーク中はおおむね英語を積極的に使用していた状況となっていた。

図⚘ Zoom 双方向型のオンライン授業(LINE オープンチャットや Zoom でのペアワーク)のブレイクアウトセッ
ションでは自分は積極的に英語を使って話した

質問項目⼦Zoom双方向型のオンライン授業(LINE オープンチャットや Zoomでのペアワーク)を通し
て，もっと英語を話せるようになりたいと思った⼧に対する回答は図⚙の通りとなる。⚕の⼦とてもそう
思う⼧は 13 名，⚔は 12 名，⚓は 18 名，⚒は⚒名，⚑の⼦全くそう思わない⼧が⚑名となっていた。⚓を
選択した中間層についての判断は分かれるところだが，⚕，⚔を選択した学生の割合が⚒，⚑より格段
に多く，英語をもっと話せるようになりたいと思った学生が多かった。
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図⚙ Zoom 双方向型のオンライン授業(LINE オープンチャットや Zoom でのペアワーク)を通して，もっと英語
を話せるようになりたいと思った

また，質問項目⼦Zoom双方向型のオンライン授業(LINE オープンチャットや Zoomでのペアワーク)
で自分にどのような変化がありましたか(英語に対する考え方や自身の行動など)⼧に関しては自由記述
式で回答を得た。回答に関して代表的な記述は以下の通りで，英語学習に対しての楽しさや積極性への
良い影響があったという回答が多くみられた。

・以前までは英語をただやっているだけでしたが，今は気になる日本語の英語を調べるようになりまし
た。

・他の人の英語を聞いて自分ももっと英語を話せるようになりたいと思いました。
・自分の英語を使って人に伝わったら，こんなに気持いいんだなと感じた。
・しっかりとした英文でなくとも表現次第で伝わるということ。
・言葉でしか伝えられない分，発音は意識し，伝えづらい英語やわからない英語の部分は，より工夫し
てやった。

・コミュニケーションを英語で取ろうとすることに意味があったと思えた
・今まではテスト勉強とかで英単語を覚えることはあってもそれを実際に会話で使うことはほぼなかっ
たけれど，Zoomの授業が始まってからは使うようになりました。

・しっかりわからない表現を調べて使う習慣がついた
・積極的に英語で話すようになった
・英語を話すことへの抵抗が少なくなった。

6．考察

石川・山田(2019)で提案したテキストベースの学習とインタラクティブ学習を組み合わせた授業を，
2020 年度でもオンライン授業に合わせるための対応をしながら実施してきた。英語演習オンライン授
業実施後のアンケート回答から，オンライン授業でのリアルタイム双方向授業を行うことにより，今ま
でよりも英語を学ぶことの楽しさや，英語学習への積極性，英語の学習意欲が向上したと考えられる。
オンライン授業でのペアワークについては，アンケート調査でおおむね肯定的な結果がみられた。オン
ライン授業に合わせた変更を行いながらの実施ではあったが，授業内でスピーキング活動の実施方法の
選択やタスクの設定などは適切だったといえるだろう。
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また，コロナ前の従来の対面型授業では，スピーキング活動でも，学生同士で顔を見ながら，理解具
合などを推測して判断することもあったように思う。今回，オンライン授業の Zoom上では，ブレイク
アウトセッションにおいても，顔を出さずにペアワークをしている学生達がほとんどあった。そのため，
お互い何の言葉も発しないという状況になると，お互いに気まずい雰囲気をつくってしまうことや，オ
ンライン上のペアワークでは言葉にして伝える，相槌や聞き直しも声に出して言うといったコミュニ
ケーションでも特に言葉に関わる部分の重要性を体感できる機会になったと捉えている。
教員と学生たちとのコミュニケーションという点では，対面授業での授業のタイミングを利用して

行っていたこととは異なり，オンライン授業ではメールや授業用のプラットフォームである Google
Classroom を通じて行うことが中心となったが，多くの学生たちが授業活動に積極的に参加できていた
ことから，担当者と学生との関係も良好にすすめられたと考えている。教員同士の情報交換もしながら，
課題が滞っている様子が見られた場合，リアルタイム型授業での欠席など心配な状況がでてきた場合に
は，授業担当者から個別に連絡を取ったり，学生全体向けに周知していくといった対応は従来のものを
引き継ぎつつ実施した。学生たちは Zoom上では顔を出さない形で授業を受けているため，全体の場面
ではミュートを外して発言することをためらうことを理解する，反応ボタンで理解している場合のリア
クションを求める，チャットであれば全体送信以外に教員のみに送信することも認めていくなど，新し
い授業スタイルの中でも柔軟な対応をしてきたことは，アンケート結果に直接反映される内容ではない
もののオンライン型授業で新たに取り組んだこととして挙げておく。

7．まとめと課題

今回のオンライン授業では，新型コロナウイルス感染症の影響に伴い，事前に時間をかけた準備を行
う間がなく，急激な対応が求められるなかで実施していくこととなった。オンライン型授業に対応する
べく，インターネット環境を整えることとパソコンの貸与によって，学習環境の点で取り残される学生
がなく授業ができたことは非常に重要な点であると考える。
英語演習の授業においては，対面型授業で実施していたスピーキング活動をオンライン授業に対応す

る形で実施して肯定的な結果が得られたことから，このような形式でスピーキング活動を行っていくこ
とは，オンライン授業においても効果的だと考えられる。しかし，この結果は限定的なものであり，一
般化できる成果とはいえない。
今後はオンライン授業としての，オンデマンド型授業とリアルタイム双方向型授業，今後新型コロナ

ウイルスの世界的流行が沈静化した際に再開するであろう対面型授業とのそれぞれの強みと弱みの明確
化を行い，新たな授業の在り方を模索する必要がある。
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